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第５期第４回北区男女共同参画審議会 会議録 

日  時：平成２８年２月２６日（金）午後６時３０分～午後７時５６分 

場  所：北とぴあ 男女共同参画センター多目的室ＡＢ 

１ 開   会 

２ 議   題 

  （１）配偶者暴力相談支援センターの設置について 

  （２）平成２８年度組織改正について 

  （３）男女共同参画センターの名称の公募について 

  （４）その他 

３ 閉   会 

出 席 者  白井会長    宮城副会長    大島委員    稲垣委員 

       小澤委員    加藤委員     村上委員    後藤委員 

       関委員     栗原委員     我妻委員    道本委員 

       神津委員    斎藤（幸）委員  齋藤（邦）委員 岡野委員 

       佐藤男女共同参画推進課長 

欠 席 者  山田委員    奥津委員    中澤委員  田草川委員 
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審議 

○白井会長 

  それでは、これから議題に入らせていただきます。 

  まず初めに、議題１、配偶者暴力相談支援センターの設置について、事務局より説明

をお願いいたします。 

○佐藤課長 

  配偶者暴力相談支援センターの設置について説明 

○白井会長 

  ただいま、男女共同参画推進課長より説明がありました、配偶者暴力相談支援センタ

ーの設置についてですが、何かご質問、あるいは、ご意見等はありますでしょうか。 

○我妻委員 

  この支援センターの機能、業務がいろいろあって大変だなと思うのですが、これを専

門にする職員の方は、いらっしゃるのかどうか。いらっしゃれば、お一人とかお二人

とかについて、お知らせください。 

  それから、この面接相談の女性の方が電話相談を受けるのですね。この受付時間内、

火曜日から金曜日の９時から５時までの間に電話をして、この電話相談の予約をする

ということになるのでしょうか、電話の場合も。 

  それから、事務室内にパーテーションを設置した理由を教えていただけますか。 

○佐藤課長 

  よろしいでしょうか。それで、まず、担当職員ですけれども、配偶者暴力相談支援セ

ンターの業務に当たる職員につきましては、男女共同参画推進課の職員が当たります。

専用相談電話につきましては、新たに専門の相談員を配置いたします。 

  実際には、男女共同参画推進課の職員が、こういった業務に当たりますが、専門とい

うよりも、ほかの業務と兼務といった形で、担当としては、主査を含め、課の職員二

人とセンタースタッフ一人の三人が当たる考えでおります。それに、電話の相談に当

たる専門の相談員を１名配置する考えでおります。 

  次に、裏面にある面接相談の「こころと生き方・ＤＶ相談」の予約ですが、これは、

必ずしもＤＶないしは専用の相談電話でなくても、こちらのセンターで受付も行いま

す。 

○事務局 

  課長のほうでお話しさせていただきましたいわゆる専用ダイヤルについては、これは、

あくまでも配暴センターの機能の一環として設定してございます。 

  それで、新たに回線をひいて、専用電話番号を入れます。それで、この役目としては、

従前の相談とは違いまして、迅速にＤＶ被害者に対応できるための、まずは電話相談
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で主訴等を聞き入れて、必要な支援についてということが目的でございまして、その

一環として当然、私ども、今、従来からやっているこころと生き方・ＤＶ相談のほう

につなぐというような役割を持っています。 

○佐藤課長 

  補足させていただきますと、必ずしも、このＤＶ被害者専用の相談電話ではなくても、

面接相談の予約は可能です。パーテーションの意味ですけれども、事務室がある部屋

とそうでない部分を区切るということです。 

  例えば、加害者が来た場合、「ここから立ち入らないでください。ここからは立入禁

止です」といったような意味合いを込めて、パーテーションを設置しております。 

○白井会長 

  専門相談員は何名ですかというのも質問にあると思います。 

○佐藤課長 

  電話の専門相談員は、常時１名を配置する考えでおります。それで、個別の面接相談

等は、三人の体制で行っていますが、来年度は５人の体制で行います。 

○我妻委員 

  電話の相談は、お一人ということは、同じ人がずっとやっているのですか。 

○佐藤課長 

  電話相談は、委託いたしますので、それは、今の予定でございますと、４日間対応し

ますが、人員として二人で回していくということを、予定しております。 

○我妻委員 

  それから、先ほど、職員の方お二人とスタッフがお一人、計三人で兼務しながら対応

するとおっしゃっていましたが、これまでの業務をしながら、仕事が増えるので、今

年度よりも一人ぐらい増えるのですか。 

○佐藤課長 

  課の職員とセンタースタッフについては、増員の予定はありません。それで、配暴セ

ンターの業務がどの程度なのかというのは、予測が難しい部分がございます。ほかの

区の状況を見ますと、例えば、証明書の発行業務ですと、月に数件程度という区が多

くございます。 

  あと、通報とか電話相談に基づくいろいろな区役所内の調整とか、あるいは、他の機

関との連絡調整がどの程度の事務量になるのかは、なかなか予測が難しいのですけれ

ども、ほかの区の状況を見ますと、大体は、三人程度で対応しているというところが

多くございますので、北区におきましてもその体制、兼務で三人という体制でまずは

やっていくという考えでおります。 
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○我妻委員 

  パーテーションができたため、誰がそこにいらっしゃるのか全然見えなくなり、職員

の方との距離が、すごく遠くなったなという気がするのが一つ残念なことです。受付

の方達は恐くないのかという気がちょっとしました。 

○佐藤課長 

  受付のところですね、何か不審者だとかがあらわれた場合には、防犯ブザーを置きま

して、その防犯ブザーと事務室の中にあるライトが点灯して、危険を知らせるような

仕組みを整備する予定でおります。それに基づいて警察に通報するなり、あるいは、

被害者を逃がすなり、あるいは、かくまうなりしていくことになるだろうと思います。 

  それとあと、もう一つ、防犯カメラを設置して、これは、２週間程度ですけれども、

録画機能もついたもので防犯カメラを設置しますので、それもある程度の抑止効果に

はなるだろうとは思います。 

○我妻委員 

  受付の方達は交代しながら業務をされていますけれども、きちんとそういうお話はし

てあるのですか。 

○佐藤課長 

  受付業務を委託する者については、新たに設置する防犯ブザーであるとか、防犯カメ

ラとか、見ればわかりますけれども、改めてご説明するようにいたします。 

  それで、受付業務については、毎年、入札で行っておりまして、毎年、同じ業者とい

うわけではございませんので、新年度から業務を受託する業者に対しましては、きち

んと説明をする考えでおります。 

○白井会長 

  委託する業務とは、どの業務ですか。 

○佐藤課長 

  受付業務です。受付業務は、毎年入札で決めておりますので、必ずしも同じ業者に委

託し続けるというわけではございませんので、新年度に受託する業者に対しましては、

新しいセンターの機能とか、あるいは、その防犯設備については、説明する予定でお

ります。 

○白井会長 

  それでは、危険の及ばないように、その都度きっちりと説明をお願いしたいと思いま

す。 
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○小澤委員 

  受付の業務は、センターの顔にも当たる部分で非常に重要ですので、ぜひきっちりと

伝えていただきたいと思います。 

  もう一点、質問なのですが、配偶者の暴力に対する相談・支援が充実するということ

は、大変評価できると思いますが、男性の電話相談が、今まで月３枠から、今回、１

０枠になっております。２７年度は、どれぐらいの頻度で男性の方から電話相談があ

ったのでしょうか。 

○佐藤課長 

  データがわかり次第、お教えしますが、たしか年間で数件だったかと思います。月に

３枠以内ということもありますけれども、たしか年間で、平成２６年度は、数件だっ

たかと思います。 

○白井会長 

  参考までに、女性の場合はどのくらいなのでしょうか。これも枠がふえていると思い

ます。 

○佐藤課長 

  平成２６年度の「こころと生き方・ＤＶ相談」の利用状況は、相談件数は、２６年度

は、合計で５６９件でございます。月５０件程度かなと思います。 

  男性の相談件数なのですけれども、平成２６年度は、２件です。やはり男性相談は、

相談枠数の少なさというのもあるのですけれども、件数は少ないといったような状況

でございます。 

  ただ、これから男性からの相談のほうは、配暴センターの機能があれば、ふえていく

のかなというような考えを持っておりまして、それで、一応、枠自体はふやすような

考えでおります。 

  今回の枠をふやすという中には、今までは、土曜日だけだったのですけれども、木曜

日で、木曜日は月１回だけなのですけれども、時間帯を夕方から夜にかけての時間帯

を新たに設けまして、今までよりも利用しやすくなるのかなというふうに思っており

ます。 

○小澤委員 

  従来は、男性も相談できると思っている方は非常に少なかったと思いますので、せっ

かく枠がふえることですから、ぜひしっかりと周知していただきたいと思います。 

  相談ができる時間帯というと、夜のほうが良いと思います。夕方の慌ただしい時間と

か、土曜日のまだ昼下がりですとなかなか相談しづらい時間帯かもしれませんが、せ

っかくこういう取り組みが始まるわけですから、ぜひ多くの方にしっかりと知らせて

いただきたいと思います。 
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○白井会長 

  専用電話も設置されることになりましたので、その分は、できるだけ周知徹底するよ

うにご努力いただくということと、新しい枠をふやして、しかも、時間帯も工夫され

ているようですから、少しでもその成果が出るように、ＰＲのほうをよろしくお願い

いたします。 

  そこの件に関して、ほかにありますでしょうか。この設置されて、その効果があらわ

れればこの上ないのでしょうけれども、本当に平和な北区になるかもしれないのです

けれども、何かありますでしょうか。 

○村上委員 

  専門の職員を置かれるということなのですが、この専門性の確保は、どのようにされ

ているのでしょうか。 

○事務局 

  その相談員の方なのですけれども、先ほどからお話させていただいています「こころ

と生き方・ＤＶ相談」、そちらの相談員を委託している、東京フェミニストセラピー

センターという会社があるのですが、そこから専門員の方に来ていただくということ

で対応させていただくことになります。 

○白井会長 

  よろしいですか。 

○村上委員 

  何か資格をお持ちの方ですか。 

○事務局 

  そうです。カウンセラーの方です。皆さん、そういう専門的な相談をやってきている

方ですので。そういうことでは有資格者と認識しております。 

○村上委員 

  配偶者暴力相談支援センターということで、デートＤＶなども含まれるということで

すか。 

○佐藤課長 

  配暴センターは、あくまでも配偶者ですので、いわゆるデートＤＶまでは、ＤＶ防止

法の対象にはなってございません。 

  ただ、配偶者とは言いましても、生活の本拠をともにする交際相手、いわゆる内縁関

係とか、あるいは、内縁の意思がなくても一緒に住んでいる交際相手であれば、対象

になります。 

  それとあと、配偶者の中には、結婚しているときにＤＶを受けていて、離婚した後も
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ＤＶが続けられている場合には、それも、対象に入ります。 

○白井会長 

  よろしいですか。 

○我妻委員 

  静岡でＤＶのサイトが新しくできて、やさしい日本語、ポルトガル語、タガログ語、

英語、中国語で掲載されています。「ＤＶ」で検索すると、そのサイトが出てきてそ

こで「質問」、「指差しシート」というのもあります。各言語で質問が書いてあって、

「ほかの団体や自治体でも自由に使ってください」と公開されたばかりです。日本語

がよくわからない外国人の方もいらっしゃるので、サイトで、そういう情報が多言語

であるとさらにいいのではないかなと思いますので、今後、検討していただけたらと

思います。 

○白井会長 

  では、その辺についても、北区も外国人がたくさんいらっしゃるので、場合によった

ら、いろいろ検討していただいてということで、何か。 

○佐藤課長 

  多言語化といいますと、北区のＤＶに限らず、いろいろなサービス、行政の情報につ

いては、多言語化も必要になってくるだろうと思いますので、当然ＤＶについても、

今後、研究してまいります。 

○白井会長 

  はい。ほかには、よろしいでしょうか。 

  もし、質問がないようでしたら、次の議題に移りたいと思いますけれども、いかがで

しょうか。議題（１）については、ここで終了させていただいて、次の議題（２）に

移りたいと存じます。よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○白井会長 

  平成２８年度組織改正について、事務局より説明をお願いいたします。 

○佐藤課長 

  平成２８年度組織改正について説明 

○白井会長 

  ありがとうございます。ただいまの事務局からの説明について何かご質問、あるいは、

ご意見などございますでしょうか。 
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○我妻委員 

  男女共同参画推進課が子ども家庭部に入ったことが、大変残念に思っております。結

婚しない方、子どもを産まない方も少なくない中で、どうして子ども家庭部に入って

いるのかも、ちょっと疑問に思ってまいりましたが、今回、また、子ども未来部とい

う名称になったこと、部全体が、そこにまた入っているということも、さらに違和感

を感じています。 

  子どもの未来を考える、子ども関係のものが子ども未来部に入るのは、なるほど未来

があっていいかな、希望があるかなみたいな感覚は持ちますが、そこになぜ男女共同

参画を扱う課が入るのかということです。 

  そして、区長部局から教育委員会に移ることについてです。教育委員会の他の部署と

連携できるのはいいと思うのですが、区政全体に男女共同参画を広めるには、やはり

区長部局に残していただきたかったなと非常に残念に思っております。「ねっとわー

く」の会員の中からもそういう意見が多く出ています。 

  また、課の名前が、「いきいき」というのは、よく高齢者の施設ですとか、そういう

行政の係などに使う言葉で、何か高齢者の施設ではないかという誤解を生むような語

感がするというのは、私だけではなくて、会員の多くの人からそういう意見が出てい

ます。男女いきいき推進課、人から「いきいきしましょう」とか言われるのも、何と

なく変な感じがして、いきいきは、自分でしたいということも感じます。 

  もう決まってしまったのだと言われていますが、次の改正のときには、どうぞ区長部

局のほうにまた戻していただきたいと、今からお願いしたいところです。 

○白井会長 

  ありがとうございます。それに対して何か。事務局のほうから説明をお願いします。 

○佐藤課長 まず、子ども家庭部にあるのは残念だというお話だったのですので、こちら

では、男女共同参画推進課で扱っている事業というのは、ワーク・ライフ・バランス

に関することとか、子育て支援に関するものまで幅広いものがございます。 

  その中で、どういう切り口で組織を考えるかというと、いろいろな考え方をとり得る

だろうと思っております。 

  先ほど、配偶者暴力相談支援センターの機能整備というお話をさせていただきました

が、ＤＶについては児童虐待とも深い関係があるだろうということと、まだまだ子育

て支援部門との連携というのが必要ではないのかといったようなこともございまして、

そういった子育て支援部門とは切り離さないで、同じ部でいたほうがいいだろうとい

うことで、今回の組織改正になったという次第でございます。 

  全体的な視点で、区長部局のほうがというお話だったのですけれども、どの部署であ

ろうと、全庁的な連携というのはできるだろうというふうに考えております。教育委

員会に移りましても、事務自体は区長からの補助執行という形で教育委員会が事務を

執行するという形をとりますので、審議会への諮問なども区長名で行うといったよう
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なことになります。 

  男女共同参画条例なども条例ですから、別に教育委員会だとか区長部局とかに関係な

く適用されますので、こういったような意味で教育委員会だから男女共同参画に関す

る事務が後退するだとか、事業が進捗しないというふうには考えておりません。全国

的に見れば、男女共同参画に関することを所管する部局については、教育委員会にな

っているというところはまだまだ数は少ないのですけれども、ありますので、教育委

員会だからといって男女共同参画に関する事業が進捗しないというふうには思っては

ございません。 

  ただ、組織のあり方についてはいつの時代であっても、効率的、効果的な事務執行体

制をとるために常に見直しをしていかなければならないということは事実でございま

すので、教育委員会に移行した後も、どこの部署であっても常に組織体制のあり方に

ついては見直しをして、効率的、効果的な執行体制づくりに努めていく。これは当然

のことであろうというふうに考えております。 

○白井会長 

  ほかに、まだご説明はありますか。 

○佐藤課長 

  いきいきというと高齢者という語感だということなのですけれども、これは人それぞ

れの感じ方でございますので、中には我妻委員のように考える方も当然いらっしゃる

だろうとは思います。ただ、こちらでは女性については年齢に関係なく生きがいを持

った人生、そういったような人生を送ることが理想だろうというふうに考えておりま

すので、こういう課の名称ということで考えている次第でございます。 

○白井会長 

  ありがとうございます。 

  ほかにありますか。 

○小澤委員 

  男性も女性も認め合い支え合って、誰もがその力を十分に発揮することのできる男女

共同参画社会が実現すれば、子どもたちの未来も明るいということで、子ども未来部

に、そのまま男女共同参画推進から移行しているのかなというようにも受けとめてお

ります。 

  まだまだ全国的にもそうですが、北区にあっても女性が活動しにくい場面というのは

生活の中で多々ありますし、最初の議題にありましたように、ＤＶによる女性の被害

というのも非常に多くあるわけで、今後ますます男女共同参画社会実現のための施策

というのは、充実させていかなければいけないと思っています。 

  この審議会でも、昨年話し合われたのですが、子どものころからしっかりと男女共同

参画の意識を一人一人の人たち、子どもたちに根づかせることが重要で、そういう意

味では教育委員会の所管になったということで、学校教育を通じ、あらゆる教育の活
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動の場を通して男女共同参画に関する意識をしっかりと伝えていくこともできるので

はないかと期待を抱いています。 

  ただ、教育委員会という組織は、住民の方はもちろんなのですが、区の職員の方から

見ても、何となく少し壁の高い組織というように思われている部分があって、そのた

めに男女共同参画という施策が、区民の方からますます遠ざかってしまうのではない

かなと、これが一番懸念されるところです。教育振興部と子ども未来部ですか、二つ

の部が、それぞれ部が違うのだからということではなくて、しっかりと連携をして、

本気になって男女共同参画社会実現の施策を、ぜひ展開していただきたいと願ってい

ます。 

  また課の名称ですが、私も我妻委員と同じで、民生・児童委員も拝命していますけれ

ども、いきいきというと、何となく元気な高齢者というイメージはどうしても拭えな

いかなと思います。先ほどのご説明では時代に即した名称にしましたということで、

北区はネーミングがとても得意ですよね、やわらかな言葉で多くの人の心に届くよう

なネーミングということで、この新しい課の名称も決められたのかと思いますけれど

も、ただでさえわかりにくい男女共同参画という言葉、そして男女共同参画について

説明してくださいと言われても、なかなかすぐ説明できる区民の方は少ないかなと思

うのですが、課の名称からもなくなってしまった男女共同参画という文言を、ぜひ区

民の方にいろいろな場を通じて伝えて、もちろん中身もですが、伝えていって欲しい

と希望しています。 

○佐藤課長 

  教育委員会に移りますので、部は違いますけれども同じ教育委員会ですので、学校教

育部門との連携というのは、今よりもさらに格段に強まるだろうというふうに考えて

おります。また、同じ教育長のもとの組織になりますので、教育長のリーダーシップ

のもとにお互いが連携して、これは男女共同参画だけではありませんけれども、これ

は子育て部門にしても男女共同参画部門にしても、お互いが教育振興部と子ども未来

部のほうで連携をとって、事業を進めてまいりたいというふうに考えているところで

ございます。 

  区民から遠ざかってしまうといったような教育委員会の組織、というようなお話があ

りますけれども、男女共同参画推進課の場所は北とぴあの５階ということで変わりま

せん。当区で進める事業についてもアゼリアプランなどに基づきまして、今までどお

り事業を進めてまいりますので、私どもの課では、今よりも区民から遠ざかるといっ

たような認識は持っておりません。ただ、教育委員会に入ることによって意思決定の

道筋のルートが変わってきますので、その辺は組織の中で意思決定といいますと、そ

れがスムーズにいくような配慮をして、取り組んでいきたいと思っているところでご

ざいます。 

  いきいきというと、やはりどうしても元気な高齢者ということなのですけれども、確

かに男女共同参画というと漢字ばかりで、とっつきにくいといったような印象がある

かなというふうに思います。後ほどの報告事項で出てきますけれども、男女共同参画

センターの認知度というのも２割程度といったようなことがあって、その理由の一つ
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が、文章にすると長くて漢字ばかりといったようなことがございますので、それより

も女性に限らず男女ともに、生きがいを持って暮らしていける、そういったような社

会を目指していきたいということで、こういう課の名称にしたということでございま

す。 

  男女共同参画のＰＲにつきましては、今でもいろいろな事業、例えば男女共同参画条

例のパンフレットを配ったりですとか、あるいは男女共同参画センターのリーフレッ

トを配るとか、あるいは私がいろいろな講座に出るときには男女共同参画センターと

か条例について説明をさせていただいてＰＲをするだとか、そういったような取り組

みを行っておりまして、こういったことをやめるということはございません。今後も

男女共同参画についてわかりやすく説明する、あるいは案内していくということが必

要ですし、それをしていくという考えでおります。 

○白井会長 

  ありがとうございます。 

  女性の活躍の推進とか大々的に国の施策として言われている中で、男女共同参画とい

うのは、絶えず念頭に置きながら事業を進めていただきたいと思いますし、それから

もう一つは、今までに培ってきた進捗状況がありますよね、アゼリアプランの３つの

目標に人権と労働と、それから地域社会、コミュニティー、それはどうなるのかなと

いうのも、少し心配になるのですけれども、それはここで論じることではないと思い

ますけれども、そういう今まで培ってきたこともありますので、女性の進出について、

それは譲れない部分もあると思いますので、子どもの未来ということも大事なのです

けれども、それとあわせて事業を進めていっていただきたいと思います。 

○宮城副会長 

  今の組織改編のことなのですが、これまで男女共同参画課がやってきた内容は後退す

るものではないというご説明があったことについては大変安心いたしましたけれども、

私は実は２点、とても残念だなと思っているところがあります。 

  というのは、男女共同参画と確かに言われ始めたころは、社会教育部門に位置づけら

れたようなところは教育委員会に位置づけたところが多かったのです。しかし、その

大きな流れの中では、それを区長部局に持っていって、行政全体に及ぶものだという

ふうに展開されてきたのが大きな流れだと思うのです。 

  そういう意味では、今回北区が教育委員会に移すというのは、大きな流れからは逆行

のイメージになってしまうのです。そのことが区民とか、あるいは他区の方たちの持

つ北区が男女共同参画に取り組むイメージを損なう危険性がないかということでは、

少し残念に感じるところがあります。 

  しかし、今ご説明があったように、内容については決して後退しないということなの

で、その方向で進むのでしたら私はもう一つメリットが欲しいと思います。ぜひ教育

委員会に移ったことによって、より北区の男女共同参画がこう進んだと言えるものが

欲しいなというふうに思います。 

  それから、これは審議会委員の立場として言うべきことなのか私はわからないのです
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けれども、一区民の意見としてなのですが、それだけ組織改編によって男女共同参画

の進め方のイメージが変わりかねないような内容を、きょう決定されてしまったとい

うご報告なのですよね、審議会がありながら審議会に、そのことが決まった後の報告

というのは非常に残念に思いました。審議会を活用していただきたかったなというふ

うに思います。同じように組織改編をするにしても、それに対して審議会で議論させ

ていただければ、また違ったいろいろな考え方が生まれたのではないかなという気が

いたしまして、その点も少し残念だなというふうに感じております。 

  ただ、ここまで来ているならば、とにかく新たなメリットとして何を打ち出すかとい

うことをしっかりと考えていかなければいけないのかなというふうに思っております。 

  一つ質問なのですが、意思決定の方法が変わるというお話がありましたが、従来庁内

の部課長レベルですか、部長レベルの調整会議のような体制がございましたよね。こ

れについては変わらないというふうに考えてよろしいでしょうか。 

○栗原委員 

  今の関係は庁議で、いわゆる三役といいますか、区長、副区長、それから教育長が入

って、あとは各部長が入りまして、附議案件については庁議の場で決定します。それ

から報告事項などが各部から出されるというものの会議体がございます。 

○宮城副会長 

  アゼリアプランの中で、庁内の推進体制として位置づけていたと思うのです。 

○白井会長 

  進捗状況を見るときに４部門に分かれていたと思うのです。第４のところに庁内の推

進体制、組織。人権、労働、社会、コミュニティー、４番目が組織だったと思います。 

○栗原委員 

  先ほど申しました庁議のところで、同じようなメンバーで男女共同参画推進本部とい

うのがございます。それについては変わりません。 

○宮城副会長 

  変わらない。 

○佐藤課長 

  メリットですけれども、教育委員会に移ることによって学校教育との連携強化という

ものが最大のメリットだろうというふうに思っていますが、逆に言うと、それを生か

していかなければならないといったようには考えております。 

○白井会長 

  それでよろしいでしょうか。 

  ほかには何かありますでしょうか。 
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○我妻委員 

  東京のほかの区や市の方とネットワークをして活動しているのですが、前は「子ども

家庭部」だったので、家庭があるということで女性も含まれるのかなと思っていまし

たが、子ども未来部という子どもだけが名称についているところになってしまいまし

た。朝日新聞にも載っていましたが教育委員会に入ったということも、ものすごく驚

かれています。男女共同参画あるいは男女平等というのが課から名称として消えると

いうことが非常に話題になっていて、どうしてそのように後退したのかと聞かれます。

後退しないと行政側は説明していますが、「男女共同」あるいは「男女共同参画」と

いう名前がなくなるということが結構大きなことで、そういうことについてはとても

敏感になっていいのかなと感じています。 

○栗原委員 

  子ども未来部という名称でございますけれども、子どもに未来をつなげていくという

ふうに考えておりまして、子どもに未来をつなげていくのは家庭だけではない、区民

皆さんの責任だと思っておりますので、子ども未来部という形の名称にさせていただ

いたというのが名称の理由でございます。 

○白井会長 

  ほかにありますか。 

  考えようによっては、女性とかも子どもの中にひとくくりというのにとられる可能性

もあることはあるのですけれども。 

  ほかに何かご意見はありますでしょうか、ご質問、ご意見でも。 

○道本委員 

  平成２８年４月から配偶者暴力相談支援センターの設置ということですが、子ども家

庭部男女共同参画推進課の下に支援センターが設置され、その参画推進課がいきいき

推進課。とすると男女共同参画センターの下に位置づけられるということなのか、こ

こに書いていないということは参画センターの中にセンターが設置されるということ

なのか、そこがわからないのですが。 

○佐藤課長 

  対外的には一本ですけれども、機能としては男女共同参画センターに配暴センター機

能を備えるということでございます。男女共同参画センターは名称が変わったとして

も男女いきいき推進課の下といいますか、その所管になるということでございます。 

○白井会長 

  男女共同参画推進課がいきいきということで少し問題になっているのですけれども、

区議の先生方のほうでは、それに関して何かご意見が出たことはないのでしょうか。 
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○稲垣委員 

  この名称変更につきましては、各会派からもさまざまな意見がありました。しかしな

がら、課長、また部長のご答弁にもありましたけれども、後退をするというイメージ、

名は体をあらわすというか、ありますけれども、区といたしましてはもっと大きな視

点で、また小澤委員もおっしゃいましたが、教育の観点なども幅広い部分ということ

で取り組んでいこうという、決して後退することではなくて、さらに力を入れていく

ということでいろいろな議論はあり、賛否はありましたけれども、議会また委員会の

中では了承されまして、従来のものをしっかりと継承しつつ、新たな形で子どもとい

う観点をしっかり取り組んでいこう。特に冒頭の資料１でもございましたけれどもＤ

Ｖ被害、女性に対してのさまざまな事件、特に児童虐待の子どもの観点もあるという

こともありましたので、小澤委員がおっしゃいましたが、生徒、児童の中で男女共同

参画、平等、また女性の活躍する社会を築くということを教育の中で推進していこう

という、区の流れになっているということが議論の中で明確になりましたので、区議

会としても了承という形になりました。 

○白井会長 

  子どもから教育、男女共同を徹底することも必要なのですけれども、既に大人になっ

ていて、その考え方を固定的な考え方を変えるということも大事なことなので、先ほ

どおっしゃいました男女共同参画社会において推進することについては、今までどお

り力を入れて推進していきますということですので、その言葉を信じていきたいと思

います。 

○佐藤課長 

  男女共同参画社会基本法という法律がございまして、これに基づいて男女共同参画行

動計画というのを、それぞれの都道府県、区市町村で定めております。これに基づき

まして男女共同参画に関するいろいろな事業、施策を進めていく、それは変わりませ

ん。法の理念を実現していく、それに加えて女性活躍推進法が成立し、国のほうでも

１億総活躍というふうなことも言っておりますけれども、区民一人ひとりが活躍して

もらいたい。その後押し、支援をしていきたいというふうに考えておりますので、ご

理解をお願いしたいというふうに思います。 

○白井会長 

  いかがでしょうか、議題２について、もしご意見がないようでしたら、議題３につい

て議論をしたいと思うのですけれども。 

  議題２については、これで終了してよろしいでしょうか。まだまだいろいろと意見が

あるかと思いますけれども、既に決定したことというので、残念ながら、それ以上は

難しいかと思いますので、これで議題２については一応終了させていただいて。 

  それでは議題３について、男女共同参画センターの名称の公募について、事務局より

説明をお願いいたします。 
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○佐藤課長 

  男女共同参画センターの名称の公募について説明 

○白井会長 

  ありがとうございました。 

  それでは今の事務局からの説明について、何かご質問等はありますでしょうか。 

○我妻委員 

  今の課長のご説明だと、名称を変更するとしたら来年の４月というふうにおっしゃっ

ていましたが、名称を変更することを前提に公募するのではないのですか。 

○白井会長 

  それについての説明をお願いいたします。 

○佐藤課長 

  名称変更も含めて選定委員会という名前ですけれども、委員会で検討していただくと

いうことです。 

○白井会長 

  それは変更を前提にして、これは進むのでしょうか。 

○栗原委員 

  どのような聞き方をするのかによるのかもしれませんが、ある面では変えなくてもい

いというご意見もあるかもしれませんので、その辺のところの状況も見ながら、選定

委員会のほうでもご議論いただきながら考えていくというふうに思っております。 

○我妻委員 

  そうしますと、「男女共同参画センター」と書いて出せば、そういう方が多ければ変

わらないということにもなるということでよろしいでしょうか。 

○栗原委員 

  この聞き方は人気投票ということではないと思っております。数が多いから、それが

一番いいというわけではありませんので、その辺も含めて選定委員会のほうで検討し

ていただくということになると思います。 

○白井会長 

  今の我妻委員の質問によると、センターの名称を変えることを前提に公募するのです

かというご質問だと思うのです。それが前提かどうかということであれば、今使って

いるセンターというのではなくて、ほかの名称を考えなくてはいけないということに

なるかと思いますので、公募するにしても応募される方の考え方があるかと思います
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ので、今のままでもいいのだというお考えなのでしょうか、それともセンターではな

くて新たな名称を募集するということでしょうか。 

○栗原委員 

  公募の結果で選定委員会のほうで考えていく。その上でご意見などをいただきながら

区のほうで最終的な結論を出すということでございます。全く、これを変えるのが前

提だということになりますと、新しい名称を募集しますということだけしか聞きませ

んから、その辺は質問のやり方にもよると思うのですけれども、それだけではなくて、

現在のままでいいですとか、そういうふうなご意見を聞けるようなアンケートの仕方

があるかなと思っておりますので、そこら辺を含めて検討していきたいと。 

○白井会長 

  この書き方だと、センターだと認知度が２０％でしたよということなのです。それを

どうとっていいのかということもあるかと思うのですけれども。 

○我妻委員 

  次の審議会のときには、もう名称は決まっているかと思うのですが、選定委員会はど

んな方がなるのでしょうか。 

  それから、センターが何をするところかというのがわかる言葉がいいと思うのです。

「いきいきセンター」とかではなくて、「男女平等センター」とか「男女共同参画セ

ンター」とか。いくらすばらしいネーミングがあっても、何をするのかがもっとぼや

けてしまうような名前は選んでほしくないと思います。人気投票でもないというふう

におっしゃっていましたが、審議会は全くかかわれないのですか。 

○栗原委員 

  選定委員会のメンバーですけれども、できればこの審議会からも出していただきなが

ら、いろいろな方々に集まっていただく中で決めていきたいと思っております。 

○白井会長 

  例えば何人程度を予定していらっしゃる。そういう具体的なものは、まだないのでし

ょうか。 

○佐藤課長 

  それも含めて検討段階ですけれども、余りに多過ぎても、例えば計画の策定とかとい

ったような、そういうテーマの議論をするといったような委員会ではございませんの

で、人数構成とかについても今検討しているところでございます。人数的には、個人

的には１０人前後なのかなという感じはしております。そこに行政側の職員と区民の

皆さんの代表、審議会委員の皆様方に入っていただいて議論していただくということ

になるだろうというふうに考えております。 
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○白井会長 

  認知度を上げるために、どういう名称にするかということだと思いますけれども、ど

ういう名称にするかについては新たに設ける設置委員会の意向に沿ってということの

ようです。 

○小澤委員 

  本日、名称の公募についてという議題があったので、名称を変えることが前提なのか

と思ってまいりました。私個人としては、名称まで変える必要があるのかなと疑問に

思っておりましたので、今後選定委員会の方たちの意見を聞いて決定するということ

で、少し幅広い選択肢ができたのかとも思っています。 

  先ほど課長が、区民の皆さんのご意見も聞いてとおっしゃったのは、選定委員会の中

に入られる数名の区民の方のご意見ということですか。 

○佐藤課長 

  先ほど部長からも話がありましたけれども、アンケートの聞き方で、公募する際に男

女共同参画センターについてどのように考えているかとか、それを踏まえた上で名称

としてどういうふうに考えているのか、変えたほうがいいと考えているかとか、アン

ケートの聞き方によってですが、広く区民の意見を聞いた上で、さらに選定委員会で

も審議をしていただくということを考えております。 

○小澤委員 

  ということは、区民に対して意識調査のようなアンケートを実施するという予定がお

ありなのですか。 

○白井会長 

  それについて、いかがでしょうか。 

○栗原委員 

  今回いろいろとご意見を聞くときに、ある面では男女共同参画センターの事業ですと

か、そういう部分のＰＲ、その辺も大きな意味だと思っています。いろいろご説明し

た上で、名称はどうでしょうかというふうな出し方をしたいと思っていますので、ア

ンケートのやり方、なかなか内容が難しい部分もありますけれども、そういうふうな

部分も考えていきたいと思っています。 

○小澤委員 

  アンケートの内容とか対象が何人ぐらいなのかというところが、まだこれから決定さ

れるということでよろしいのでしょうか。 

○栗原委員 

  これは公募を北区ニュースなどで、例えばそういう形の意味を説明する部分を設けた
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上で項目を出す。それに対して答えていただくというふうになりますから、やり方と

しては全区民を対象にやれることもあるでしょうから、その辺のところをこれから進

めたいと思っています。 

○小澤委員 

  ぜひ、これからきっちりと。例えば北区ニュースに項目が出て、答えたい方はぜひ答

えてくださいとか、新しい名称を考えた人に対していろいろご意見を聞かれるのか、

その辺は今後、アンケート実施となると予算とか時間とか労力もかかりますから、し

っかり考えていただきたいと思います。 

  このセンターの認知度とか男女共同参画社会が北区の中でどれぐらい知られているの

かというのは、過去の意識調査でも審議会でも、本当にがっかりした数字が、同じぐ

らいの数字が出ていて、このことに関しては、今までの課の職員の方も一生懸命何と

か認知度を高め、このセンターに足を運んでいただこうと、こういう努力をされてき

たと思うのですが、どうして認知度が上がらないのかと、その評価というのでしょう

か結果を、もう一度洗いなおしてみることも必要かなと思っています。 

  名称を変更する、しない場合もあるということなので、きょう、もし名称を変更する

のであれば、以前の豊島の女性センターがアゼリアプランにちなんでアゼリアプラネ

ットという公募で愛称をつけていたのですが、そういう愛称のようなものをつけるの

か、それともセンターの名前自体を変更するのかとお聞きしようと思っていました。

北区男女共同参画センター、今は愛称でスペースゆうというネーミングなのですけれ

ども、それが、そのままになることもあり得るということを伺いましたので、今後し

っかり決まってから、また私も、今までの名称を応募させていただくかもしれないし、

新しい名称を考えさせていただくかもしれませんが、考えていきたいと思っています。 

  以上です。 

○白井会長 

  スペースゆうは、愛称は変わらないのですよね。 

○佐藤課長 

  愛称については、変更するという考えは持ってございません。ただしアンケートとい

いますか区民の皆さんの意見を聞いたときに、中にはスペースゆうを正式名称にした

らどうかといったような意見があるかもしれませんので、それは意見を聞いてみない

とわかりませんけれども、そういうことになれば、また愛称をどうするのか、愛称的

な名前であれば、愛称自体もなくしたほうがいいだろうとかといったような考えにも

なるでしょうし、どういうふうな議論になるのかということによるかなというふうに

思っております。 

○白井会長 

  わかりました。名称の公募について何か、まだお聞きしたいこと、質問等ありました

ら。 
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○加藤委員 

  今回の要旨の文面を拝見させていただくと、どうしても認知度が低いので、それに伴

って名称を公募で募集しましょうというような文脈を感じ取れます。このまま普通に

公募すると、恐らく認知している２０．４％の人の声だけしか結局拾い上げられずに、

なかなか全体的に周知できないと思いますので、先ほどＰＲというようなお言葉があ

りましたので、ぜひ認知をしている人以外の声も拾い上げられるような公募の方法と

いうのを検討していただきたいなというふうに思います。 

○白井会長 

  それについて、いかがでしょうか。 

○佐藤課長 

  今後の公募につきましては、いろいろな可能性も含めて検討させていただきます。 

○白井会長 

  先ほどの対象ということもありますので、対象人数とかいろいろありますので、その

辺も検討していただいた上で、効果のある公募にしていただきたいと思います。 

  ほかに何かありますでしょうか、どんなことでも構いません。皆さんがかかわられた

男女共同参画センターに関する、より認知度を高めるための方法ですので、何かあり

ましたらお声を上げていただきたいと思います。 

  皆さんは委員になられるまでに、男女共同参画センターというのをご存じだったので

しょうか、それとも、ここに来て初めてという方もいらっしゃいますでしょうか。 

○斎藤（幸）委員 

  初めてです。 

○白井会長 

  男女共同参画、何をするのかなと思われるかもしれないのですけれども、これは区民

もさることながら、行政のほうも力を入れてやっていることですので、足を運んでく

だされば、その実態をわかったかと思うのですが、認知度が２０％となると、まだま

だ５分の１ということですよね、残念な結果なのですけれども。 

  いかがでしょうか、何かご意見がありましたら、どんなことでも構いませんけれども。

もしお声が上がらないのであれば、これで第３の議題についても終了させていただき

たいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

  なければ終了させていただいて、事務局で何かその他についてありますでしょうか、

事前にこちらのほうにお伝えしていただくようなことはございますでしょうか、今度

の予定については、いかがでしょうか。 

○佐藤課長 



 20

  次の開催の予定は、平成２７年度の進捗状況等についてご議論いただくということで、

８月ごろになるのかなというふうに思っております。 

  本日、参考として配付しました、できたばかりのゆうレポートを配付しておりますの

で、また後ほどご高覧賜ればというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

  先ほども何度もお話がありました男女共同参画についてのＰＲについては、センター

の私や、あるいは職員がいろいろな行事とかイベントに出たときに、挨拶の中でも男

女共同参画センターであるとか、あるいは男女共同参画の意味であるとかについては

積極的にＰＲしていきたい。あるいは名称がどうなのとか、その拠点が北とぴあの５

階にあるということは、今後も引き続き周知していきたいというふうに思います。 

○宮城副会長 

  今の予定の説明について質問したいのですけれども、事業の進捗状況のことについて

の予定は２７年度にあるということなのですけれども、審議会に対する区長からの諮

問がある予定はないのでしょうか。 

○佐藤課長 

  今のところ当審議会の諮問予定は、ございません。 

○宮城副会長 

  まさしく男女共同参画行政に関する、一番市民の意見を確認するのがこの審議会だと

思うのです。この審議会の活用を余りされないまま諮問がないままというのは、非常

にもったいないなというふうに思うのですけれども。幾つも今度の制度の体制が変わ

ることによっていろいろな問題が発生するのではないかと思うので、ぜひ審議会を活

用していただきたいなというふうに思います。 

  委員からいうのは少し違うのかなと思いますけれども。ご予定が今のところはないと

いうことでしたら、それはそれで結構です。 

○佐藤課長 

  次に諮問があるとすると、今のアゼリアプランの中間の見直しが来年の１２月ごろに

あるだろうというふうに思っております。 

  先ほど大きな計画にかかわるとか、あるいは大きな制度改変があるときには内容にも

よりますが、この審議会を活用するということについて考えていきたいというふうに

思っております。 

○加藤委員 

  今配付されたゆうレポートの裏面の一番最後のところのページなのですけれども、き

ょうの議題の一つ目の配偶者暴力相談センターの設置についての裏のページのところ

対照させて見せていただいたときに、男性の相談の時間が、こちらのゆうレポートだ

と、第一、第三土曜日が１０時から１１時で一枠になっているのですけれども、今回

配付された資料では１０時半になっているのですが、これはどちらが正しいのですか。 
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○佐藤課長 

  両方とも正しいというのが正確なのですが、正確に言うと１０時から１１時までの３

０分間ということでやらせていただきます。本日報告事項の資料には、通常１０時か

ら始めておりますので１０時から１０時半までといった記載をしておりますけれども、

実際には１０時から１１時までの３０分間ということであれば対応可能ということな

ので、ゆうレポートにはそのような表記にしてございます。 

  表記が違って、大変申し訳ございません。 

○加藤委員 

  ここの１カ所だけが整合性がとれていなかったので、この部分はとれていたほうがい

いのかなと感じました。 

○白井会長 

  よろしいでしょうか、電話相談の兼ね合いと面接、時間的なもの。それは相談者にと

って朝早くからということですので、終わる時間が違う書き方もあるのですけれども。 

○佐藤課長 

  ゆうレポートをせっかく出したのに、また４月から時間帯が変わってしまうというこ

とで、時間が多少変わる部分があるということで、大変皆さんを混乱させるというこ

とになるのは大変申しわけなく思っております。通常、この時期に発行する号に、こ

ういった相談窓口の案内を載せているものですから、ことしも、４月の改正前の内容

で載せさせていただきました。 

○白井会長 

  今日いただいたセンターの設置についてに書かれている時間帯というのは、これは決

まっているのですよね。 

○佐藤課長 

  委託事業でございますけれども、この予定で考えている。新しい内容については新年

度予算にかかるもので、予算案については開会中の今議会において審議される予定で

すので、まだ正式決定というわけではございませんが、お示しの資料の内容でという

ことで考えてございます。 

○白井会長 

  そうしますと、曜日と時間帯もある程度ですけれども、最終的な決定は４月１日から

ということになるようですので。 

○佐藤課長 

  あくまでも予算が通ってからということですので。 
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○白井会長 

  よろしいでしょうか。 

  それでは、一応は予定もおっしゃいましたので、以上をもちまして、本日の予定して

おりました議題は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、第３回の北区男女共同参画審議会は閉会いたします。 


